
 

地域連携・学科連携 模擬株式会社について 

【取り組みの目的】 

① 主体的・探究的な活動（各科での学びの実践） 

② 地域協働（地域社会への貢献、地域を含めた本校 6 次産業化の取組） 

③ 「起業」の学び推進 

これまでの本校での資源や取り組んできた教育活動を最大限に活かしつつ、農業科を設置

する学校としての取組みを総合的にデザインするもの。生徒が主体的に参加できる体制づく

りを図るとともに、各科の探究的な学び（課題研究等）とリンクできるような取り組みを行

う。「加美農セット」の WEB 販売などを通して「起業の学び」を推進し、将来、地域の様々

な資源を活用して、自らが起業できる資質・能力を育てる。 

 

【これから本校で行いたいと考えている事業】 

 本校では、これまでに下記に示されている連携事業や交流事業を行ってきました。しかし、

部門や学科等の単独の事業が多いのが現状で沢山の事業を行っていても、情報発信が弱く、保

護者や地域、中学生等に本校の活動が知ってもらえていないのが現状でした。  

また、多くの農産物を生産・販売していますが、販売先として校内の販売会が年間７回、加

美農祭、近隣施設への販売実習、色麻町・加美町・大崎市のイベント、近隣飲食店など、販売

先が少なく、販売方法は対面販売が主でした。生徒が実習で生産した生産物をもっと多くの方

に届けたい。加美農の美味しく・栄養価の高い農産物を知ってもらいたいと考えています。 

 そこで、これらの事業を総括し、チーム加美農として、部門・学科・教科・地域・企業等の

垣根を越えた、生徒を主体とした横の繋がりを持った組織作りができないかと考えています。 

 

【これまで本校で取り組んだ地域連携・交流事業】 

 （１）農業科 

   ① 色麻学園小学生との交流事業（畜産、露地） 

② 古川北小学校教育ファーム（畜産、果樹） 

③ モーモースクール（畜産） 

④ リンゴ狩り体験（果樹） 

⑤ やくらい山葵植栽（バイオ） 

⑥ ムラサキ 栽培講習（バイオ） 

⑦ ASIAGAP 講習会（作物） 

⑧ マインクラフト圃場建設研修会（草花） 

⑨ 遠隔実習（NICT：草花） 

   ⑩ 加美農フードファクトリー計画（農場） 

（２）農業機械科 

   ① 鳥獣害対策連携学習（アグリテック甲子園） 

② 日産自動車技術講習会 

③ 先進農業連携研修 

④ 高校生対象自動車研修会 

   ⑤ 三菱自動車技術講習会 

  



 

（３）生活技術科 

① 届けよう服の力プロジェクト 

② デイサービスボランティア活動 

③ 絵手紙講習会 

④ 街頭交通安全キャンペーン 

⑤ ふれあいハート事業 

 

【考えられる取り組み内容】 

   ① 農産物セット販売 

    ※生徒のデザインした箱や袋に農産物を詰めて限定販売 

② ふるさと納税の返礼品（色麻町のえごま商品とコラボ） 

③ WEB 販売（本校の HP にセット販売品を掲載し期間・数量を限定して販売） 

    ④ 模擬株式会社 

     ※学校だけでなく地域・企業等も含めて 

 

【今後の流れ】 

  令和６年度   模擬株式会社の検討・準備期間 

・５月の職員会議で協議・提案 

          ※意見の集約 

         ・６月の職員会議にて結果公表 

         ・８月～１１月にかけて他県の事業を視察 

         ・１２月の職員会議に再度、協議・提案 

          学校 HP にて実施内容の公表 

          ※意見の中で可能な部分について実施予定 

 

  令和７年度   生徒実行委員会の立ち上げ・実施準備期間 

・事業に関する準備委員会（生徒委員会）の設置 

         ・企画の募集（生徒・教職員・地域・企業） 

         ・地域や企業への事業参加への募集、要請 

         ・校内体制の確立 

・準備委員会から事業の創設 

  

  令和８年度   本格的運用 

・本格的な事業の展開、校外での持続的活動 

         ・定例会の実施 

         ・報告会の実施 

 


